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第 3 章では， disorder モデ‘ルの検証を目的として，高分子パインダーを含まない二成分混合ガラスにおける電荷輸




























pre-exponential factor がほぼ一致する結果を得， disorder モデ、 lレの妥当性を示すとともに，二成分混合ガラス
における電荷輸送の検討が disorder モデ、ルの検証の一つの方法論となることを述べている。
以上のように，本論文は，新しい物質系としての分子性ガラスの創製，分子性ガラスにおける電荷輸送特性ならび
に構造一物性相関の解明に関して成果を上げており，物性科学ならびに有機材料化学の発展に寄与するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
-685-
